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講義計画

［前　期］
　１．ゼミナールへのオリエンテーション
　２．ゼミ発表　人と人との出会い 
　３．ゼミ発表　対人魅力の心理学
　４．心理統計法演習（１） 
　５．ゼミ発表　対人コミュニケーション
　６．ゼミ発表　他者からの影響
　７．心理統計法演習（２）
　８．ゼミ発表　グループダイナミックス
　９．ゼミ発表　攻撃と援助
１０．心理統計法演習（３） 
１１．ゼミ発表　原因帰属と臨床社会心理学
１２．ゼミ発表　自己意識と臨床社会心理学
１３．心理統計法演習（４）
１４．ゼミ発表　自己開示と臨床社会心理学
１５．前期のまとめ　夏休みの課題

［後　期］
１６．夏休みの課題成果発表
１７．研究論文要約・発表　１ー１　　以下の研究雑誌から最新の論文を選択して要約し発表する
１８．研究論文要約・発表　１ー２　　　　心理学研究　教育心理学研究　社会心理学研究
１９．心理統計法演習（５）　　　　　　　　実験社会心理学研究
２０．研究論文要約・発表　２ー１　　　　　Journal of Personality and Social Psychology
２１．研究論文要約・発表　２ー２　　　　　Journal of Social Psychology
２２．心理統計法演習（６）
２３．研究論文要約・発表　３ー１
２４．研究論文要約・発表　３ー１
２５．心理統計法演習（７）
２６．研究論文要約・発表　４ー１
２７．研究論文要約・発表　４ー１
２８．卒論に向けて１　各自の関心と収集した資料の発表
２９．卒論に向けて２　　々
３０．後期のまとめと卒論に向けて３　

テキスト

藤本忠明／東正訓編　ワークショップ人間関係の心理学　ナカニシヤ出版　2004
坂本真士/佐藤健二編　はじめての臨床社会心理学 ―自己と対人関係から読み解く臨床心理学　有斐閣
2004
 

参考書

目的と概要

人の心への科学的アプローチを理解するとともに、メンバー相互協力による小集団活動を体験することが本授
業の目的です。心理学についての基礎・専門文献を読み知識を広げます。新しい応用分野である「臨床社会
心理学」についても勉強します。分からないことは聞いてみる、失敗を恐れずまずやってみる。そのなかで卒業
研究への基礎を固めます。

成績評価法
ゼミ発表はもちろんですが、以下の４点を重視して評価します。
１．専門への努力度　　２．理解への意欲度　　　３．アルバイトとの差し引き度　　４．将来への期待度

開期 通年 水曜日3限

授業テーマ 心への科学的アプローチ

科目名 ゼミナールⅠ

担当教員 井上　徹

配当 人社3

2009年度




